
広報やながわ 2012.8.1

身近な話題などお知らせください！

情報をお待ちしています

　市と市教育委員会は 7月 7日、7月の同和問題啓発
強調月間に合わせた同和教育夏期講座で、ソプラノ歌手
の渡辺千賀子さんによる「おはなしコンサート」を三橋
公民館で催しました。渡辺さんは、同和地区出身者とし
て自身と子どもが受けた激しい差別の体験を話し、差別
を受けた気持ちを表した曲を独唱。最後に「差別は、差
別をやめるだけでなくなります。お金もかかりません。
もう差別なんかやめましょう」と聴衆に訴えました。

歌とお話しで差別のない社会を訴え

広報やながわ 2012.8.115

平成 24年度柳川市人権・同和教育夏期講座

　甲斐病院が毎月開催しているサロンコンサートが、7
月 6日に 150回目を迎えました。同コンサートは音楽
療法の一環として平成11年に始まり、一般にも公開さ
れています。市内で音楽教室を開いている馬場恵子さん
の呼びかけに、これまで約750人が出演。この日は、プ
ロのフルート奏者の平木志乃さんらが演奏や合唱で観客
を魅了しました。馬場さんは「今後は、目で楽しめるダ
ンスなども取り入れていきたいですね」と話しました。

第 150回　甲斐病院サロンコンサート
13年目で150回に到達
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　エビ漁のシーズンを前に大和高田エビ流刺網協議会は
7月 5日、クルマエビの稚エビ約 10万尾を有明海に注
ぐ矢部川河口部に放流しました。放流は、有明海のクル
マエビの水揚げが近年減少しているため、資源保護と増
殖を目的に毎年行われています。漁業関係者など約 20
人は、体長 50ミリメートルほどの稚エビを船に積み込
み出港。放流ポイントに着くと、外敵に食べられないよ
うに海底までホースを利用して稚エビを放流しました。
稚エビは 8月下旬には漁獲できる大きさに成長します。

大和高田エビ流刺網協議会　稚エビ放流
豊漁願いエビ10万尾を放流

　沖の石太鼓振興会は 7月 13日、三橋公民館で沖の石
太鼓の発表会を行いました。沖の石太鼓は、柳川藩主立
花宗茂公が戦場で用いた出陣太鼓。同会は、10月 7日
のおにぎえで太鼓を披露するため、市内から集まった子
どもたちに練習を週 5日指導してきました。保護者らが
見守る中行われた発表会では、小中学生 48人が、6月
からの練習の成果を披露。練習を一度も休まなかった森
重なぎささん（藤吉小 6年）は「本番ではもっと上手に
叩けるように練習します」と意気込みを語りました。

沖の石太鼓　発表会
400年の伝統を子どもたちへ

稚エビを放流する漁業関係者たち

　柳川警察署管内では、6月に女子高生を狙った犯罪が
3件立て続けに発生しました。女子高生を犯罪から守ろ
うと、同署は、県防犯協会連合会、市防犯協会、警友会
柳川支部などの協力を得て、市内の高校に通う女子生徒
全員分の防犯ブザーを贈りました。7月 6日、伝習館高
校を訪れた同署生活安全課の田仲英明課長らは、同校の
三宅清二校長に防犯ブザー 420 個を手渡し、使い方を
説明。三宅校長は「女子生徒のために配慮いただき、と
ても感謝しています」とお礼を述べました。

市内の全女子高校生に防犯ブザーを配布

田仲課長（左から2人目）らが防犯ブザーについて説明

犯罪から女子高生を守れ

講演したソプラノ歌手の渡辺千賀子さん

美しい音色を披露した平木志乃さん（右）

練習の成果を披露する小中学生たち


